
[ 別:紙 2 ]

審査 の 結果 の 要旨

氏 名 遠 藤 晶 子

本研究は
､
虚 血性 心疾患患者 の 配 偶者 に対す る健康教育 の 必 要性 と有効性 を明

らか にす る目的で ､ 1 . 虚血性心疾患男性患者と妻 の 生活習慣と冠危険因子 の類似

性 ､ 2 虚 血性 心疾患患者 の妻に対す る患者入院中の健康教育の効果を嘩討し､ 以

下 の 結果を得て い る ｡

虚 血性 心疾患男性患者とその妻の 生活習慣と冠危険因子 の類似性 に つ い て は ､

1
. 夫婦 間 に B M I ､ 食習慣全般 ､ 運動習慣の相関が蘭められた｡

2 . 妻が肥満で ある場合に患者も肥満である相対危険度は ､ 妻が肥満で ない 場合

と比較し､ 2 .
2 3 倍(9 5 % 信頼区間 1 . 1 3 - 4 . 3 8) と有意に高か っ た ｡

3 . 妻が喫煙者である場合に患者も喫煙者 で ある相対危険度は ､ 妻が喫煙して い

ない 場合と比較し､ 2 . 2 3 倍(9 5 % 信頼区間 1 . 1 9 - 4 . 1 6) と有意に高か っ た｡

これらの 知見 は本対象の男女を無作為に組み合わせた｢ ランダム ペ ア｣ で は認 めら

れず ､ 真 の ペ ア ､ 即ち夫婦 にの み認 められた｡ これより､ 本研究 にお いて は ､ 夫婦であ

るがゆえに肥満 ･ 肥 満度と生活習慣が類似して いることが示された｡

虚血性 心疾患男性患者 の妻に対 す る患者入院中 の健康教育の 効果に つ い て は ､

4 ｡ 生活習慣 に関して ､ 介入群で は患者の総 エ ネ ル ギ
ー 摂取量 と脂質摂取量 ､ 妻

の 食物繊維摂取量と過去
-

ケ 月 間の 受動喫煙者割合の有意な改善が認 め られ た

の に対 し､ 患者 の 個別健康教育を主体と した対 照群で は こ れ らの 指標 に有意な

変化が見られな か っ た ｡ しか し､ これ らの 評価指標に お ける介入前後の前後差

に つ い て 両群を比較 したと こ ろ有意差は認 め られ なか っ た o

5 . 心理社会的因子 に関して ､ 介入群で は ､
S F - 3 6 における G e n e r al h e alth と

Ⅵt alit y 以外の 全 て の 下位尺度が有意に改善 した ｡ さらに ､ 介入群 は対照群と比

較 し､
患者 の S o ci al 且1 n Cti o n i n 臥 M e n t al b e alth に お ける得点 の 改善が有意 に

大き か っ た が ､

ベ ー ス ライ ン 値と影響因子 の 調整後有意で は なく な っ た o ま た

妻の 場合に は ､ 介入群 の B o dily p ai n に有意な改善が 認 め られた が ､ 有意 な群 間



差は認 め られ なか っ た｡

6 . 介入群 の 妻の 7 3 .
7 % が家族に対す る健康教育があ っ た方 が良い と回答 し､

そ の 対象者と して 9 2 .9 % の 者が患者 の 配偶者を､ 3 9 . 3 % が子供を挙げて い た｡

従 っ て ､ 本研 究にお い て は ､ 患者 の 妻に対する健康教育に つ い て ､ そ の 実施を望

む者が多か っ たが､ 明らかな介入効果は認 められ なか っ た｡

以上 より ､ 本論文 は ､ 虚 血性心疾患患者に 対す る効果的 ･ 効率的な健康教育

手法の開発 に 向け ､ 患者 の み ならず､ 妻を教育対象として捉 え評価 した 点で 独

創的で あ る ｡ さ らに ､ 臨床現場で の 実用性 を考慮 した研究設計と､ 妻に 対する

健康教育 の 必要性 を示 した結果は ､ 臨床現 場 で の 健康教育の 改善に貢 献す る も

の で ある . これ より ､ 学位 の 授与に値するも の で あると考えられるb




